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今夏は，西日本豪雨や北海道胆振東部地震など日本各地で多くの災害が起きました。被災された皆様に，心よりお

見舞い申し上げます。被災地の皆様の安全と，一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

今号は，「爆発と燃焼，その危険性評価」をテーマに解説記事 4 編を掲載させていただきました。熱分析を用いた

エネルギー物質の反応機構についての解説では，複合測定と計算化学手法から得られる新たな知見についてご紹介い

ただきました。また，ニトロセルロースの自然分解など実際に起きた爆発事故の原因を熱分析によって明らかにした

研究例では，危険性を評価するために熱分析が果たしている役割が非常に大きいものであることを実感しました。

DSC によって化学物質の危険性評価をする際の留意点の解説では，化合物の危険性評価のみならず熱分析を研究に用

いる際，現象を正しく理解するためには正しい測定が不可欠であることを再確認することができました。お忙しい中，

解説記事のご執筆をご快諾いただいた著者の皆様に深く感謝いたします。ところで，今号を編集するにあたり，ピン

ポン玉がとても良く燃焼するという話を思い出しました。ピンポン玉にセルロイド素材が使用されている事が理由の

ようですが，調べてみると 2014 年から ABS 樹脂などが使用されるようになったようです。その理由は危険性やセル

ロイドが入手困難になったなど様々なようですが……。 

東京工業大学すずかけ台キャンパスにて開催される第 54 回熱測定討論会も間近となりました。今年も皆様の研究

による新たな発見と活発な議論を楽しみにしています。 

終わりに，新たに編集委員に加わりはや一年が過ぎ，この役割の重要さを改めて実感しています。本誌がより良く

なりますよう尽力いたしますので，どうぞよろしくお願い致します。               （山田 秀人）
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